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数学的な見方や考え方のよさを

認識させる授業の開発

一中学校数学の内容に関する数学的な見方や考え方のよさを認識させる授業一

1 .はじめに

本稿は，本テーマに関わる共同研究の第3報に当た

るものであり，中学校数学の内容に関わる数学的な見

方や考え方に焦点を当て，それらのよさを認識させる

授業を試みたものである。以下においては 1年， 2 

年， 3年の授業をそれぞれ2つずつ取り上げ，テーマ

から見た授業の工夫やその結果について述べていく。

2.第 1学年における授業実践

(1)図形の移致

①授業の絞要

新学習指導要領では，現在中学 2~手で指導されてい

る f図形の移動jが中学 1年に移される。そこで，次

頁の指導案1-1の器薬l主， r図形の移動jの題目で次の

観点から指導内容を構成した。

1.合同な2つの国形を災諜;こ移動させて，重ねあわ

せる方法を見つけさせる。

2.全員が日じ操作で国五五を移動させて重ねあわせる

方法を説明できるようにする。

3.合同な 2つの包形は平行移動・回転移動・対称移

監の 3つの移動で露ねあわせることができること

を翠採させる。

国主主の移動方法を説明する場合，生徒はとかく「こ

うやってjとか「このようにjなど代名認を使って説

明することが多L、ところで，小学校では図形の移動

の読経は「ずらすJ.rまわずJ.r裂返すjの3つの言

葉を使って詑現している。本5きではこれらの言葉と関

連させながら.平行移釘(方向と長さ)， @;転移動{中
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心と回転角)，対称移動(対称軸)を理解させ，実際に

合同な 2つの図形を重ねあわせる方法を全員が同じよ

うに重ねあわせる説明ができるようにさせたい。

②授業を終えて

「図形の移動」は，平行移動・回転移動・対称移動

の定義を行い，それぞれの移動方法について理解させ

る指導がよく行われる。しかし，これでは「数学的な

見方・考え方jの一つである観察や実験を通して移動

方法の分類を通して数学的なアイデアを指導すること

はなかなか困難である。本時ではグラフ用紙を利用し

て格子点、に頂点をもっ合同な三角形を移動によって重

ねあわせる方法を実際に図形を操作させながらその方

法の説明を考えさせた。はじめはグラフ用紙から図形

を隠して 2つの図形を重ねていたが，できるだけ平商

上で移動させる方法を考えるように指示を出すと，ほ

とんどの生徒が自然に次のような観点から移動の方法

を考えていった。

1.対応点として頂点、に着目する。

2.平行移動の方向として格子の縦軸，横軸を利用す

る。

ここで，グラフ用紙を利用したことは上記の方法を

示唆したことになるが，移動方法の説明を考えさせる

点においては大変効果的であった。

さらに，移動方法の説明，移動の分類，それぞれの

移動の定義や霊ねあわせる方法の説明などを通して数

学的態度を養うことを目標に授業を展開した。今後，

数学的考え方と授業のかかわりをより分析し，考え方

のよさの定義をはかる方法の研究の必要性があろう。
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指導案1-1(平成3年11月8臼{金)設業者 王子関賢治)

学習内容 指導過程・学習活動

(導入 ・2つの図形を移動によって重ねあわせることができるとき，

O合同の定義 I 2つの図形は合同であるという。

(展開)

O問題提起

0操作活動

0移動の説明

0移動の種類

(まとめ)

課題

図のような合同な 2つの歯形A.Bがある。

図形Aを移動して図形Bに重ね合わせる方法を

みつけ，それを説明せよ。

ア.平行移動 イ.田転移動

ウ.対称、移動 エ.その他の移動

.生徒による移動方法の説明

①図形の対応点に着目させる。

②できるだけ図形を平面から離さない移動の方法を考えさせ

る。

③全員が同じ方法で操作できる移動の説明を考えさせる。

.移動の種類のまとめ

発表させた移動の方法の共通点に着目させながら，移動の種類

をまとめる。

平行移動:図形のすべての点を同じ方向にきまった長さだけ

移動

回転移動:図形のすべての点をきまった点のまわりにある角

度だけ回転させる移動

対称移動:図形のすべての点をきまった直線を軸として線対

称になるような移動

-課題を 3つの移動を使って説明する。

2つの合同な図形は 3つの移動の組み合わせによって重ねあわ

せることができることを理解させる。

備考 デルミナ紙
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指導上の留意点、

-グラフ汚]絞iこ合間な2

つの図形を印悶したプ

リント配布。

・プリント iま半透明なデ

ルミナ紙を利用。

・座擦を利用して説明さ

せる。

-自由な操作活動により

2つの図形を重ねあわ

せる方法を見つけさせ

る。

-移動方法の者間点、

①格子点に着目

@移動の向き，長さに格

子点、を利用

• 2つの図形の対応する

点に若目させながら移

動の方法を考えさせ

る。



指導案1-2(平成3年 6月18日(水)授業者平岡賢治)

学習内容 指導過程・学習活動

導入 |・作図において，コンパスの役目を確認する0

・前時の復習 I 0定規は直線をひく。

展開

・平行線の作図

.作図方法

その 1

その2

その 3

その 4

Oコンパスは 1点から等距離にある点の集まり(円)をかく 0

.免二等分線，垂線の作図の復習

「一一問題提起

点、Aを通り直線tに

平行な夜線を作図せよ。

-自由に作図方法を考えさせる

.折り紙で平行線を折る方法

.平行線を持つ図形の特徴

いくつかの作団方法

作間

①折り紙の利用

斗糸
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@正方形のやum
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@長方形の科用
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l ヤ

!@予行田辺形の利用

…丸一一.一.イ;
8、 s 

A • 

E 

理由

1)点Aを通り， .eに垂線を引

く。

2) 1)の直線に点Aを通り，黍

線を引く。

1)点、Aを通り， .eに垂線を引

く。交点をBとする。

2 )線分ABをl辺とする正方

形をつくる。

1 )点、Aを通り， .eに妥線を引

く。交点をBとする。

2)線分ABをl辺とする長方

形をつくる。

1 )点Aから.e，こ交綴を引く。

交点をBとする。

2)線分ABをl辺とする平行

田辺怒をつくる。

まとめ ・それぞれ0作ζ方法の特徴を皮肉させ，平行線になる忍由を環

奪容させるa
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指導上の留意点

-作図方法とその理由の

確認をする

-直線と定点、Aを印刷し

た紙を配布する

・配布した紙に作図をさ

せる

・それぞれ平行線になる

理由を考えさせる

-代表的な作図方法を指

名して板書させる。

・それぞれ平行線になる

理由を説明させる。

• 2本の垂線を引くこと

に気付かせる。

-正方形の対辺が平行

-長方形の立す辺が平行

-台形の対辺が平行



(2)平行線の作図

①授業の概要

前頁の指導案1-21ま，基本的作図の中で平行線の作2
を指導した授業である。この授業では次の内容を呂療

に展開した。

1.図形の移動や折り紙の方法を利用して'7行殺の

作図方法を考えさせる。

2.平行線の作図方法が説明できるよう lこする。

3.作図した直線が平行になる理由を説明できるよう

にする。

いままで遊びとしてとらえていた折り紙を数学的に

みることができるようにする，すなわち，紙を折るさ票

作を図形的にとらえさせ平行線の作団方法とその理由

を説明できるようにする。このよう会数学的態度をや

しなうことを目標にした。

これまでに，角二等分線，室主綴， j差益二等分線の作

図の指導を通してコンパス・定規の作図におけるそれ

ぞれの役割を実際の作図を通して理解させ，これらの

作図方法が折り紙の操作の中で，

直線上の 1点Pを中心に線を重ねて折る

…直線上の点Pを通る三塁線

となることを利用していることに気づかせた。このこ

とと平行線を持つ図形の性質を使って作国方法を考え

させたい。

②授業を終えて

本時で指導した平行線の作図は，小学校で学習した

平行線を持つ図形(正方形・長方形・平行四辺形・台

形など)を利用したものである。われわれはこの授業

を操作活動を取り入れた図形指導の応用として位置づ

け，作図方法とその作図が平行になる理由の説明を他

の生徒が理解できればよいものとした。生徒の考えた

方法は，コンパスを使って同じ辺の長さを求めたり垂

線を作図し，正方形・長方形・台形などを描いていた。

折り紙の方法から作図方法を考えさせることにより

コンパス・定規の役割を見抜き，折り紙の操作活動の

数学的な見方ができるようにすることをねらった。さ

らに，小学校で学習した図形の特徴を確認しながら作

図へ応用する数学的態度をゃしなうことを目標にした。

今後，折り紙などの遊びゃものを動かすという日常生

活の中で，作図という抽象化や分類などの数学的考え

方の定着ができる教材・指導法などの研究をすすめた

0'0 

3.第2学年iこまヨiずる鐙祭実控

m不等式Jコ手;勾

くE設業:)提要

次頁;)指導窓会1，;)設ヌit，'不等式コ手:号LJコ題目

て次.7)3点を口探;こして定法LたもJである。

1.身近にある不等式:)史認を迭して.不さ手式の有用

さをさ汗させるs

2.不等三宅Jjt.芯三上のきさ引きそ認認させる含

3.不等式を用いた:U:題解決ができるようにさせる。

これは，不等式についてー返りの指導を終えた後に

行ごった笠笑である。不等式みよさそ知らせる上では.

目標 1と呂療2を主設とした。呂際 1については.r広
島市内の文化・銭楽さを設における母体認引糾金の問

題J.rタクシーと JR の逮誌の比絞の~i!翠j という，か

なり笑諜拘・日常的な詑謹が不等式で解決できること

を意識させ，不等式のよさそ印象づけようとした。と

くに.タクシーと JRの問題では，不等式による解決の

前に結果を予想させた。ーを1:1こ，タクシー料金は高い

というイメージが強いから，タクシー料金がJRの3.5

倍以下になるのは，持kmか以下であろうと予想しやす

いのであるが，不等式を解いて予想が翠されることを

みせ，不等式のよさを認認させようと考えた。

②授業を終えて

数学的な見方・考え方を f数学の内容に関係したも

のjと「数学の方法に関係したものjとに分類すると

き，不等式のよさは数学の内容に関係した数学的な見

方・考え方のよさである。しかし，本持の控3震を計画

するときに，この数学の内容に関係した数学的な見

方・考え方には，数学内でのよさと数学外に向けての

よさの2つがあることが意識された。つまり，数学内

のよさというのは等式に対する不等式のよさといった

ものであり，数学外のよさというのは本時のように日

常的問題の解決に利用される不等式のよさといったも

のである。そして，数学の授業においても，数学内の

よさは導入段簡で指導しやすく，一方，授業外に向け

てのよさは授業の最終段揺で指導しやすいようであるa

したがって，今後の授業実践では数学内のよさと数学

外に向けてのよさという観点も必要ではないかと反省

させられた。

また，本時の授業の「タクシーと JRの運賃の比較j

で，不等式を解くことによって生徒の予想を覆すとい

うねらいは達成させられたが，タクシーの運賃がJR

のr3.5倍以下jというのは，数値が窓意的すぎる感は

苔めないし，日常的には「何倍以下jというより.r両
者の差が何円以下jとする方が自然かも知れない。こ

の点はさらに問題の吟味をする必要がある。

-84-



指導案2寸(平成3年5月31日 ( 金 ) 実 施 授 業 者 藤本義 明)

学習内容 指導過程・学習活 動

1.団体料金の!@身近にありうる不等式の問題を解決させる。

問題倒 | 

(問) 一人につき600円の入場券がある。50人以上の団体のと

きは， 2割引になるという。この場合，50人にならない団体で，

50人の団体としてはらう方が安くなるのは，伺人以上のとき

か。

-何が2割引きされるのか。

・何を比較する不等式をつくるか。

人数を x人とすると，

全体の料金:600x> (600XO.8) X 5 x>40 

2.現実問題の!@現実にある団体料金の問題を鑑賞させる。

解決 | ・広島市内および近郊のレジャー・文化施設の団体入場料金に

ついて考えさせる。

.グループに分配して，団体あつかいの方が安くなる人数を求

めさせる。

3.問題演習 |Cその他の身近な問題を考えさせる。

(問) jRと中型タクシーの運賃は，ほぽ，次のようである。

タクシーに 4人で桑るとき，次のことを考えよ。

jR 11閣につき16円

ただし， 0~5kmのみ150円

i中型タクシー 初乗り料金1.5kmまで470円

その後 1kmにつき210円

jRの3.5倍までの料金で誌なのは，桑率距離がどんなときか。

4.まとめ

• x kmまで蒸るとき，場合に分けて考えさせる。

(JR) タクシー)

5km以上のとき 16x X 4 X 3.5> 470+21O(x-1.5) 

x>守 (おおよそ x>日)

1.5kmまで 150X 4 x3.5>470 

1.5-5 kmのとき 150X 4 x3.5>470+210(x-1.5) 

x<若手(おおよそ x<9) 
答おおよそ 5kmまでと11km以上

こまとめをする

身の毘りに不等式により解決できる問題がいろいろあること

不等式を解けば求める範囲がよくわかること

指導上の留意点

・プリント配布

-以前に同様の問題を解

いてるので、ここでは

あまり説明を加えない

で解いていく。

-不等式で比較するもの

として「人数・一人の料

金・全体の料金Jをヒン

トに考えさせる。

-答のみを確認するにと

どめる0

・実際には，jRは1001但

までに，おおよそ， 5な

いし10kmごとに運賃が

変わる。また，タクシ

ーの追加料金は335m

ごとに70円である。

・結果について，ある値

以上か以下かを予想さ

せる。予想しにくいと

きは，乗車距離がのび

るとタクシーと jRの

どちらが割り安になる

かを考えさせる。 jR

が割安だと考える生徒

もかなりいるように思

われる。

-もっと実際的な不等式

の問題を見つけること

を宿題とする。

.、Jveo 



学習内容

指導案2-2(平成3年11月8臼{金) 授業審議本婆現}

指導過程・学習活動

8 

1.課題の提示 Icg問題を提示する。

(問)右の図のように， BD上

2.課題の証明

・仮定と結論

-証明

-彼定の検討

3.仮定の修正

に点、Cをとり， 2つの正三

角形ABCとECDをつく

るときAD=BEであるこ

とを証明せよ。

。仮定をすべてあげさせ，結論を述べさせる。

(仮定)AB=BC=CA，CD=DE = E C 

ζBCD=180" 

(結論)AD=BE

O証明を考えさせる。

(証明)L'l.ACDとムBCEにおいて，

AC=BC，CD=CE， 
仮定より，ζECD=60・，LBCA=60・
ζACD=ζACE+ζECD=ど ACE十60'

4こBCE=ζBCA+ζACE=ζACE-ι60ー

したがって，ζACD=LζBCE

よって， 2辺とその間の角が等しいから，

ムACD三L'l.BCE， ゆえに， AD=BE

。証明に使われていない仮定を消去する。 ム

1Kf= B C =CA，lXl=DE =E C ，ζ耳主お~'

O新しい仮定のもとで問題の図をかかせる。

(例 A

E 

B 

O新しい仮定のもとでの図(例)において，先の証明と同じように，

fAC=BC，CD=CE，ζACD=ζBCE 

したがって，ムACD三ムBCEJ

という証明ができるかを考えさせ，

ζ ACB=LECDが必要であることに気づかせる。

指撃事上:;;留選J点

D 

・LBCDエ=180.t;t出な

ければ，まうとで投う。

・正三角形の内向が等し

いことは，安定とはし

ないことに注意させ
ー.
~o 

-ZZ明の擦に目標とすべ

きことがらなど，適当

lことントを与えなが

ら，~明させる。

-生徒にいろいろな場合

の図を考えさせるが，

左の到の場合を取り上

げて，証明ができるか

を考えさせる。

4.より一般的 I@fL'l.ABCとムCDEがともに頂角Cが等しい二等辺三角形で 1・OHPを利用して， 2つ

な課題の認識| あるJという仮定のもとに，ムABCやL'l.CDEをいろいろな位| の二等辺三角形ABC

置に変えた様子を示し， AD=BEがつねに成り立つことを予| とCDEをいろいろな

想させる。 I世置に移動させる。

。いろいろな場面の問題をつくらせ，証明することを宿題とする。

。本時のまとめを行なう。

・証明を見直し仮定を整備することによって，より一般的な問題

にも証明が適用できるということは，証明をすることの良さの

5.まとめ

1つである。

-本時の活動をまとめ

て，図形を証明するこ

との良さを認識させ

る。

nhυ no 



2)圏形の証明

B授業の概要

前頁の指導案2-2の授業は， r仮定と証明Jの題目の

もと，次の 2点を目標にして， r数学の内容に関係した

まえ学的な見方・考え方」としての「図形の証明」のよ

さを知らせるために実施したものである。

1.証明を見直すことにより，仮定の条件が整備でき

ることを理解させる。

2.仮定の条件を整備することにより，より一般的な

問題に対して証明が成り立つことを理解させる。

本教材は，図形の証明の導入時期にあたる教材であ

る。三角形の合同条件など証明の基礎となることがら

そ実験・実測を通して確認した後，三角形の性質を証

?Jjし，その練習をいくつか行なった。本時の授業は，

;.I明の練習の一環であるとともに，図形の証明のよさ

を知らせるために実施した。とくに，目的2が図形の

迂明のよさを知らせるという目的に相当する。日常

約・実際的な図形に関する問題では，証明に必要なも

D以外の条件も仮定に含まれていることがよくある。

そのような問題では，仮定を整備することにより，証

努をさらにより広い問題にまで適用できることになる。

そして，仮定を整備するには一度証明を済ませておか

なければならないので，証明という行為が生かされる

のである。ともすれば，導入時の図形の証明では，証

羽しなくても分かる性質を証明させることも多しそ

のような証明では証明のよさな知らせにくい。しかし，

本時の授業では，証明をすることのよさを認識させや

すいと考える。

2授業を終えて

図形の証明のよさを指導する場合，ふつう強調され

ることは，小学校以来の実験や実測によって図形の性

質を確認する帰納的な説明と対比させ，図形の証明が

演鐸的な説明であり，客観性があるということである。

しかしながら，図形の証明が演線的な説明であること

は，図形に限らず証明全体にいえることであるから，

三角形の性質や四角形の性質を証明する活動自体のよ

さということは認識させにくい。この点，本時の授業

はかなりの程度，図形の証明のよさを知らせることが

できたと思われる。演鐸的な説明のよさとしては f数
学の方法に関する数学的な見方・考え方Jにあたり，

本時の目標からは怒れてしまう。また，今回，仮定を

整備するとき，証明に使わなかった条件を削除すると

いう方法をとったが，証明に必要な条件を徐々にしぼ

りこんでいって，ぷACB=ζDCEを仮定としてき事

くという指導方法も考えられる。しかし，本時の指導

方法の方がパズル的な要素があるので，生徒には函白

みがあるとJ思わtl.る。

4.第3学年における授業実践

(1)図形と計量

①授業の概要

次頁の指導案3-1の授業は.r球の体穣」の題目で，

次の点を目標にして，実施したものである。

1.球の体積は，いくつかに分割された円柱の体積の

和で近似できることを理解させる。

これは，三平方の定理について指導し，その利用と

して球の切り口の半径の求め方などについても指導し

た後に行った授業である。それまでに学習した内容を

さらに応用し，コンビュータを用いて球の体質の近似

値を求めさせ，公式としてしか知らなかった球の体積

の求め方について，それが導かれる過程における数学

的な考え方のよさを認識させようとした。

まず，球をいくつかの円盤に分割して，それぞれを

円柱で近似させて体積を求め，それらの総和を球の体

積の近似伎とする区分求積の考え方を扱った。そして，

計算するため BASICのプログラムを生徒に考えさせ，

公式と実行結果を比較した。生徒にはすでに BASIC

の初歩を指導しており，基本的な操作はできるように

なっている段階である。

これらの過程において，これまで公式として与えら

れてきた球の体積の求め方を見直させること，また，

未知の数量を既知のものを手がかりにして近似させる

考え方，より正確なものを求めるために工夫する考え

方，アルゴリズムの考え方を知らせ，それらの考え方

のよさを認識させることをねらいとした。

②授業を終えて

生徒は FOR~NEXT 文などを用いて，プログラム

を完成させていた。反復計算がプログラムを組むこと

によって容易にでき，また，このプログラムは数行の

比較的簡単なものであるため，それほど抵抗なく考え

ることができたようである。体積の近似値を求めると

いう目的もほぼ達成され，区分求積の考え方の理解も

なされたようであった。未知の数量を既知のものに

よって近似させる考え方なども，実際に計算してみる

ことによって強く認識できたのではないかと思われる。

本時の内容では，求める目標が公式としてはっきり

しているため，よりよい精度で公式を得るためにいろ

いろな考え方の工夫がなされたと考えられる。そこで，

数学的な考え方のよさも認識できるものと思われる。

しかし，考え方だけが理解できればよいのかという問

題も当然生じる。プログラミングを考えさせる場合，

よりよいアルゴリズムを考えさせる指導や，計算の誤

差についての指導などが深く関わっており，これらも

指導効果に大きく影響するだけに，さらに指導内容や

方法の検討が必要とされよう。

0
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指導案3-1(平成3年11月9日{土) 砂?ぎ な)

学習内容 指導過程・学習 r5 撃さ 1-

(導入)

球の体積の公式 10半笹rの球の体積はどう表されるか，公式を露認するε

課題の設定 O公式を使わないで，;;まの体畿はどθようにして求められるかき

えることを本時のお題とする。

(展開)

球の分割の考え 10円の面積を求めたよう iこして、次のような手駁そ考えさせる窃 ・分摂して見方怒で近似

・〈手額〉一一一一一一一一一……一一一……一一一…………ー勺 ナる方法を廷に絞って

・下の図のように，半球を器商iこ平行な手習で n孜0'!J.さ。: いる。

等しい立体に分割する。:I ・学窪;主 lとする。

・分割された立体の浮さ{高さ}を求める。:1 ・受立上.=F:ま0~主演を

・下から x枚目の分諒された立体の惑酉滋を求める。 il t考え，あとで2慰する0

• 1つ1つの立体を丹柱とみなして，体撲を求める。

・立体の体積の総和を求める。

/e・e・-一-¥
//¥、、

/¥  
/¥  
/ ¥  
J1  
I 1  

プログラムの作 10上の考え方によって，コンピュータで体設を計算するプログラ

成 | ムを考えさせる。

0円の面積を求めたプログラムと同様にして， FOR~XEXT 文

を用いたプログラムを作成させる。

プログラムの実 10プログラムを笑行させる。

行と結果の確認 10得られた値と公式を比較させる。

プログラムの改 10分割の数を多くすれば正確な鐙に近づいていくことがわかるよ

善 うにプログラムを修正させる。

(まとめ)

本時のまとめ 10醐で固まれた立体の体積を近似的に求める考え方を穫認し，

円錐などにも利用できることを知らせる。

備考 コンピュータは， P C-9801 Tを2人で 1台使用する。

口
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指導案3-2(1991年11月22日(金) 授業者酒井秀二)

学習内容 指導過程・学習活動 指導上の留意点

1-1， 1-2， 1-3， 1-4， 1-5， 1-6， てから，

2-1， 2-2， 2-3， 2-4， 2-5， 2-6， 

3-1，3-2，3-3，3-4，3-5，3-6， 

4 -1， 4 -2，4 -3，4 -4，4 -5，4 -6， 

5-1， 5-2， 5-3， 5-4， 5-5， 5-6， 

6-1， 6-2， 6-3， 6-4， 6-5， 6-6， 

・導入の例と，上の倒を比較させて、確率が異なるのか，どちらか

導入 (10分)I・2つの同じサイコロを同時に投げるとき，日の出方は，

1-1，1-2，1-3，1-4，1-5，1-6， 

2-2，2-3，2-4，2-5，2-6， 

3-3，3-4，3-5，3-6， 

4-4，4-5，4-6， 

5-5，5-6， 
6 -6， 

の2即であるとし，目の和が7となる確率は十であるとして

よいか問う。

展開 (33分)

大小2つのサイ|・大小2つのサイコロを同時に投げる場合について，目の和が 7

コロを投げる場| になる確率を，次の36通りをかき上げて求めさせる。

合の確率 大一小

確率の栂災

• 3 -4と4-3は同じ

であることに触れなが

ら，すべての場合を板

書する。

-一豆左の形でかき上げ

123456 

一方の求め方が間違いなのかを問う 0

.十分に窓見を出させる。

色の違う 2つの I.色の違う 2つのサイコロを同時に投げる場合について，目の和

サイコロを投げ i が7になる夜率を，上と同様に求めさせる。

る場合の蕊率

lつのサイコロ I• 1つのサイコロを 2田続けて投げる場合について，目の和が7

を2居続けて設| になる確率を，上と同様に求めさせる。

げる場合の議率 I.以上の 4つの闘を比較検討させる。特に，確率が異なるのか，ど|・時間をかけ自由に話し

れかが間違いなのか，十分に意見を出させる。

のかき方を示す。

合わせる。

まとめ ( i分)I・出てきた意見をまとめる形で，以上の4つの倒について確率が i・生徒の意見を出来るだ

民じであること，場面を換えて考えることの良さを確認する。 I け大切にする。

僑考佼沼教科書:r中学数学 3J (大限書籍)

n時
Jv
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(2)場合の数と確率

①授業の概要

新学習指導要領では，小学校では確率について扱わ

ないこととなった。したがって，生徒は中学校3年生

で初めて確率の概念を学ぶことになる。そこで，基本

的概念をより深く理解させるための指導方法を工夫し

てみたのが前頁の指導案3-2の授業である。

確率は難しいという生徒が多い。その理由をたずね

ると，答えがあっているかどうかが分かりにくい，あっ

ていると思っていても違うことがよくある，などが特

徴的である。それは，もれなく重複なく数え上げるこ

との難しさからくるものと考える。

その最も基本的なものはこの授業で取り上げた，場

合の数と確率の関係であろう。r2つの同じサイコロを

同時に投げるJ場合の場合の数は，指導案に書いたよ

うに， 1-1， 1-2…， 6-6 (左壬右)の21通りである。し

かし， r異なる 2つのサイコロを同時に投げるJ場合

や， r 1つのサイコロを 2回続けて投げるJ場合の場合

の数は36通りである。それらを比較検討させることは，

確率の考え方をより深めるだりでなく，数学的な見方

考え方のよさを実感させる極めてよい場になると考え

た。導入は，直接展開へつながっていくだけに丁寧に，

また多少時間をかけて指導する必要がある。

②授業を終えて

導入部分を終えた段階では，多少けげんそうな生徒

はいたが，声を出すまでには至らなかった。

「大小2つのサイコロを投げるJ場合の説明を終え

た段階で，r以上の 2つの場合の確率は本当に異なるの

か，あるいはどちらかの考え方が間違っているのかj

との発問と同時に堰を切ったように意見が出始めた。

しばらく時聞をおいて，大きさでなく色の違いに設定

をかえると， r 2つの同じサイコロを投げていて，一方

に傷がついて区別ができるようになったら確率が変わ

るのかJ，r色の違うサイコロを投げていて，一方の色

がはげて区別ができなくなったら確率が変わるのかJ
などの意見が活発にでた。

さらに， r 1つのサイコロを 2回続けて投げる」場合

についても， r 2つの同じサイコロを同時に投げる」場

合との接点をみつりる努力がなされた。例えば， r同時

に投げたつもりでも，手を離れる時刻にわずかな差が

ある」等々。

この授業を通して，あるものの数を数える場合に，

数え易い他の場面に移し換えて数えることのよさを充

分に体験したと確信する。

数学的な見方考え方のよさを知らせる場面は，そう

身構えなくても，どこにでもあると考える。

5.おわりに

本穏においては， 6つの実践設業について述べてき

た。各々における，内容に関わる数学的考え方とそれ

らのよさを指導する授業における工夫の要点、を列記す

ると以下のようになる。

〈控業〉 〈数学的考え方〉 〈工夫の要点〉

図形の移動 移動方法の発見 呉体的な操作の話

とその簡潔な表現 用とその移動方法

の設明

平行線の作図 コンパス・定規 紙を折る操作¢

の数学的役割と折 活用と平行になと

り紙の数学的見方 理由の説明

不等式の利用 不等式の有用性 身近な現実的常

と不等式の表記上 題の活用

の便利さ

図形の証明 仮定と証明の関 証明の見直しと

係と証明のよさ より一般的な命玄

の設定

球の求積 区分求積の考え コンビュータ~

とアリゴリズムの 活用

考え

場合の数と確 場合の数の数え 同じサイコロを

率 方と確率の考え 同時に投げた場合

の数の活用

本稿におけるような指導を総合的に検討，整理して，

数学的な見方や考え方のよさを認識させる一般的な長

導方法を開発する研究は今後の課題としたい。

円
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